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１．研究計画の概要 
（１）ナノテクノロジーの発展に伴い、ナノ
粒子に対するリスク評価が必要とされてい
る。フラーレンやカーボンナノチューブ、ナ
ノ金属粒子などとともに酸化チタンナノ粒
子に対するリスク評価についても課題とさ
れ、調査・研究がなされている。そこで、本
研究では、以下の土壌浄化や水浄化のために
開発している酸化チタン含有光触媒材料の
リスク評価を行うことを目標とした。 
（２）環境浄化に関する研究のうち、土壌浄
化については、操業中の中小工場やクリーニ
ング店など地上に建物があって、その地下土
壌が VOCs に汚染されている場合について、
光触媒材料とエネルギー源として太陽光を
使った浄化システムを開発すること目指し
た。 
（３）水浄化については、作物生産の中で排
出される農業廃液を対象にして、廃液浄化に
適した農家が使いやすい低コストの光触媒
材料の作製をふくめた浄化システムを確立
することを目指した。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）酸化チタンのナノリスク評価について
は、土壌浄化用に開発した光触媒シートから
の酸化チタンナノ粒子の暴露量についての
知見を得ようと試み、光触媒シートに強制的
に窒素ガスを流し暴露させ、エアロゾルを発
生させた。そのエアロゾル粒子を捕捉し、Ｓ
ＥＭ、ＴＥＭ観察を行うと同時に、エアロゾ

ル粒子にふくまれる酸化チタン量を求めた。
その結果、強制的に暴露したにもかかわらず、
発生した酸化チタンナノ粒子は、NIOSH 
(0.1mg/m3)や AIST(1.2 mg/m3)などから提案
されている 許容量の 1/100～1/50 量しか観
察されず、暴露量は問題にならないほど少量
であることが示唆された。 
（２）土壌浄化については、ナノリスク評価
でも用いた光触媒シートを使って、汚染され
た地下土壌から光触媒シートに VOCs を吸
引・吸着する装置を試作し、ドラム缶に砂を
つめての実験室でのモデル実験と操業中の
クリーニング店の汚染地下土壌に対して浄
化実験を行った。まず、吸引･吸着する装置
は、汚染現場によっては 10W くらいの弱い
ファンで吸引する方が、まんべんなく少しの
風量で吸引でき、光触媒シートに吸着させる
にも有利であることがわかった。また、その
装置を稼動させることによって、地下の
VOCs濃度の減少が観察され、徐々にではあ
るが、浄化の効果を確認した。さらに、光触
媒シートは、太陽光に干すことによって再生
し、何度も繰り返し使えることを確認した。 
（３）水浄化については、作物栽培のひとつ
である養液栽培の際に排出される排培養液
の浄化に適した低コストの光触媒材料の作
製をめざし、種々の基材に酸化チタンを担持
して、その分解・浄化の効果を調べた。基材
にシラスバルーンと呼ばれる多孔質材料を
用いると、排培養液の浄化に適した活性をも
つ低コストの材料が得られることがわかっ
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た。その材料を用いて、実際のトマト栽培農
家から排出される排培養液を用いて浄化実
験を行ったところ、トマトの根から排出され
る生育阻害物質が分解・不活化でき、排培養
液を循環利用した栽培が低コストである酸
化チタンシラスバルーンで可能であること
がわかった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
（理由） 
ナノリスク評価については、環境浄化に用
いている光触媒材料からの酸化チタンナノ
粒子の暴露量について、問題とはならない少
量であるとの知見を得ることができ、環境浄
化の２つのシステムについても、それぞれの
システムに適した光触媒材料を使って、浄化
の効果が確認できたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度であることから 
（１）ナノリスク評価については、これまで
の実験結果と、酸化チタンナノ粒子の安全性
についての各種文献や報告書から、酸化チタ
ンナノ粒子の暴露量と安全性についてまと
める。 
（２）土壌浄化については、光触媒シートを
使った VOCsの吸引装置を用いて、実際の汚
染現場であるクリーニング店の地下土壌に
対して浄化実験を行ってきた結果より、実用
化をめざしたシステムの構成や効果、問題点
についてまとめる。 
（３）水浄化については、実用化をめざして
さらに実証実験を進めるとともに、酸化チタ
ンシラスバルーンという材料をふくめたシ
ステムの構成や効果についてまとめ、実用化
システムとして、提案できる形にする。 
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